
SfNIRS Standardization and Open Science 
Committee Newsletter 

第 1号 | 2025年 11月 

 

      The Open Spectrum – 編集者コーナー 

ニュースレター第 1 号をお読み下さりありがとうございます！ 

このニュースレターの創刊により、私たちはオープンで再現可能な fNIRS サイエンス

の基盤を強める新たな一歩を踏み出します。 

『The Open Spectrum』では、委員会の考え、コミュニティの声、そして私たちの使

命がこの分野の発展とどのように結びついているかについて、各号でお届けしていきま

す。 

この創刊号では、FRESH のようなイニシアチブ、Neurophotonics におけるオープン

データセットの呼びかけ、そして SNIRF（データファイルの標準規格）や fNIRS-

BIDS（データ形式の標準規格）といった標準化の拡大を支える、研究者の集合の力で

進展した成果についてお伝えします。 

fNIRS の発展が単なる技術革新ではなく、オープンで透明な協働を通じて科学をより強

固にしていくことがおわかりになるでしょう。 

Meryem Ayşe Yücel, Alexander von Lühmann 

共同議長, S&OS 委員会 

 

新しいミッションとビジョン声明 

標準化およびオープンサイエンス委員会は、fNIRS 国際コミュニティにおける透明性・

信頼性・協働性に基づいた未来を育むことを目指しています。 



私たちの使命は、fNIRS の研究と開発において、厳密性・再現性・相互運用性を担保す

るベストプラクティス、標準、およびオープンサイエンス原則を確立・普及・推進する

ことです。 

私たちのビジョンは機能的近赤外分光法（fNIRS）が広く普遍的に用いられ、厳密に検

証され、オープンに共有される神経イメージング技術となることです。 

これにより、科学的発見を促進し、臨床ケアを発展させ、日常生活での脳モニタリング

を可能にして、知識・健康・幸福を世界中に広げることを目指します。 

 

fNIRS 機器に関する改訂版 ISO/IEC 規格が公開されました 

国際電気標準会議（IEC）は、IEC 80601-2-71:2025（医用電気機器 — 第 2-71 部：機

能的近赤外分光法（fNIRS）機器の基本的安全性および本質的性能に関する特定要求事

項）の第 2 版を発表しました。 

この改訂版は、脳研究および臨床応用に用いられる fNIRS システムの安全性と性能要

件を定めています。製造者および使用者が fNIRS 機器を信頼性・安全性をもって運用

できるようにするための重要なガイドラインを提供しています。ハードウェア開発者の

皆さまには、この新しい規格をぜひご確認いただきたいと思います。 

        詳細はこちら: ISO/IEC 80601-2-71:2025 Standard（PDF または紙媒体で購入可能

） 

 

        SNIRF と fNIRS-BIDS（標準化）の最新情報 

1) fNIRS ハードウェアおよびソフトウェア開発者の皆さまへ：SNIRF と 

fNIRS-BIDS の採用をご検討ください 

fNIRS コミュニティが拡大する中で、データの共有・比較・再利用を可能にするために

は、標準化が不可欠です。標準化・オープンサイエンス（S＆OS）委員会は、ハードウ

https://www.iso.org/standard/82404.html#lifecycle


ェア製造者およびソフトウェア開発者の皆さまに対し、fNIRS コミュニティにおける標

準化へのご協力をお願いします。 

ハードウェア開発者の皆さまへ 

すべてのシステムにおいて、デバイスから SNIRF (Shared Near Infrared File 

format) 形式でデータを出力できるようにすることを推奨します。 

SNIRF は、プローブ構成、刺激マーカー、補助信号などを含む、生データおよび処理

データを格納するために設計された柔軟な HDF5 ベースのフォーマットです。 

SNIRF を採用することで、機器および解析ツール間の相互運用性が実現し、研究者が

システムを超えてシームレスに作業できるようになります。 

詳しくは Tucker et al., 2023, Neurophotonics をご参照ください。 

ソフトウェア開発者の皆さまへ 

ソフトウェアツールが SNIRF ファイルを読み書き可能なものとし、さらに fNIRS-

BIDS（fNIRS 向けに拡張された Brain Imaging Data Structure）をサポート可能なも

のにすることを推奨します。fNIRS-BIDS は SNIRF ファイルを再現性と解析準備性の

高いフォルダ構造へと整理します。互換性を追加することで、ユーザーは OpenNeuro 

や DANDI といったオープンプラットフォームやコミュニティデータセットと統合しや

すくなり、ソフトウェアがオープンサイエンスのグローバルエコシステムの一部となり

ます。詳細は Luke, The BIDS Maintainers, & Pollonini, 2025, Scientific Data をご覧

ください。 

     最近のウェビナー “BIDS-ifying fNIRS: A Hands-On Workshop Introducing a 

Python-Based Community Tool for Open Data Sharing” を見逃した方は、YouTube 

にて全編をご覧いただけます。 

Resources 

• SNIRF Specification & Repository 
• SNIRF Validator 
• fNIRS-BIDS Specification 
• BIDS Validator 
• Snirf2BIDS Converter in Cedalion 

https://github.com/fNIRS/snirf
https://github.com/fNIRS/snirf
https://doi.org/10.1117/1.NPh.10.1.013507
https://bids-specification.readthedocs.io/en/stable/modality-specific-files/near-infrared-spectroscopy.html
https://bids-specification.readthedocs.io/en/stable/modality-specific-files/near-infrared-spectroscopy.html
https://openneuro.org/
https://dandiarchive.org/
https://doi.org/10.1038/s41597-024-04136-9
https://www.youtube.com/watch?v=UYL3BUg_7xE
https://github.com/fNIRS/snirf
https://pypi.org/project/pysnirf2/
https://bids-specification.readthedocs.io/en/stable/modality-specific-files/near-infrared-spectroscopy.html
https://bids-standard.github.io/bids-validator
https://doc.ibs.tu-berlin.de/cedalion/doc/dev/examples/getting_started_io/14_snirf2bids.html


SNIRF と fNIRS-BIDS を採用することで、あるシステムで収集されたデータが世界中

の研究者によって解析可能となり、真にオープンで透明、かつ再現性の高い fNIRS サ

イエンスの実現に貢献できます。 

2) SCOS データに対する SNIRF 拡張についての現在の取り組み 

スペックルコントラスト光分光法（Speckle Contrast Optical Spectroscopy: SCOS）

は、急速に成長している光イメージング技術であり、脳血流とそのダイナミクスに相補

的な感度を提供します。現在、SNIRF 仕様を拡張し、SCOS や DCS などの強度自己相

関に基づく信号形式をサポートする作業が進行中です。この更新により、SCOS データ

セットが既存の fNIRS 分析ツールやパイプラインにシームレスに統合できるようにな

ります。この開発を進めるために、fNIRS コミュニティのみなさまぜひ

OpenfNIRSForum にて皆様のニーズ等を共有してください。 

3) 今後の予定：画像空間/DOT データの標準化 

現在 SNIRF 仕様では、拡散光トモグラフィ（DOT）を用いた画像再構成後の標準化さ

れた fNIRS データ交換形式はありません。S&OS 委員会は、この件に対処するために

専門タスクフォースを結成しています。目標は、再構成された皮質活動のボクセル、頂

点（vertex）、またはパーセルレベルの時系列データを、fNIRS ツールボックス間およ

び確立された fMRI プラットフォームとの間でシームレスに交換できる共通のフレーム

ワークを確立することです 。学術界および産業界のメンバーからの応募、ならびに

fNIRS コミュニティからの意見やフィードバックを歓迎します。議論に参加するには、

対応する OpenfNIRSForum にご参加ください。タスクフォースへの応募は、

vonluehmann@tu-berlin.de へご連絡ください。 

 

        論文募集 – Neurophotonics 特集号：fNIRS Commons – オープンで再

現可能な科学のためのデータセットとツール 

とても喜ばしいニュースです。fNIRS コミュニティにおけるオープンサイエンス推進を

目的とした Neurophotonics の特集号を組むこととなりました。 

https://www.spiedigitallibrary.org/journals/neurophotonics/call-for-papers-fnirs-commons-datasets-and-tools-for-open-reproducible-science


fNIRS Commons では、透明性・再現性・協働性を促

進する再利用可能でオープンな fNIRS データセットお

よびツールの投稿を募集しています。 

FAIR 原則に準拠し、実験設計、データ構造、応用内容

が明確に記述された投稿を歓迎します。 

また、データ共有プラットフォーム、解析パイプライ

ン、標準化手法、オープンソースソフトウェア、ハー

ドウェア、プロトコル、メタ解析に関する論文も対象

とします。 

採択された論文は、OpenNeuro, NeuroJSON, DANDI, Zenodo, または Mendeley 

Data といった公開リポジトリを通じて関連データセットを共有することが求められま

す。 

投稿開始: 2025 年 11 月 

投稿締切: 2026 年 4 月 

ゲスト編集者: Qianqian Fang, Meryem A. Yücel, Alexander von Lühmann, Adam T. 

Eggebrecht 

 

        新刊紹介：FRESH イニシアチブからの洞察 

FRESH (fNIRS Reproducibility Study Hub) イニシアチブの成果がついに公開されま

した： 

• 論文: fNIRS reproducibility varies with data quality, analysis pipelines, and researcher 

experience 

• データ: OSF Repository 

この大規模で国際的な共同研究では、38 の研究チームが独立して 2 つの fNIRS データ

セットを解析しました。 

主な結果 

• 多様なパイプラインを超えても、グループレベルでは高い再現性 

https://www.go-fair.org/fair-principles/
https://openneuro.org/
https://neurojson.org/
https://dandiarchive.org/
https://zenodo.org/
https://data.mendeley.com/
https://data.mendeley.com/
https://www.nature.com/articles/s42003-025-08412-1
https://www.nature.com/articles/s42003-025-08412-1
https://osf.io/b4wck


• GLM およびショートチャネル回帰を使用することで再現性が向上 

• 個人レベルでは、特に低品質データで大きな変動性が観察 

• 研究者の経験・自信の高さが一致度の向上と関連 

 

これらの結果は、fNIRS 研究における再現性達成の強みと課題の両面を明らかにし、方

法論の透明性とデータ品質の重要性を改めて示しています。 

 

委員会からのお知らせ 

新たな委員会メンバーをご紹介します： 

• Dr. Eike Middell (IBS Lab, TU-Berlin) 
• Dr. Adam Eggebrecht (Eggebrecht Lab, WashU) 
• Dr. Qianqian Fang (COTI Lab, Northeastern University) 
• Dr. Yasuyo Minagawa (Keio University) 

 

皆さまからのご意見をお待ちしています 



ぜひ皆さまのご意見をお寄せください！ 

今後のニュースレターで取り上げてほしいトピック、アップデート、またはリソースが

あれば、委員会共同議長までお気軽にご連絡ください。 

Openfnirs Forum Link 

 

https://openfnirs.org/community/miscellaneous/standardization-and-open-science-committee/

